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土
人
形
は
、そ
の
土
地
の
民
間
信
仰
、

風
習
、
行
事
な
ど
と
結
び
つ
き
、
手
作

り
の
素
朴
さ
が
魅
力
の
郷
土
玩
具
と
し

て
、
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
人
形
は
京
都
南
部
で
作
ら
れ
た
伏

見
人
形
が
源
流
と
さ
れ
、伏
見
稲
荷
大

社
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て「
稲
荷
み
や

げ
」と
し
て
売
り
出
さ
れ
る
と
、人
々
の

交
流
と
と
も
に
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
は
、
全
国
１
５
０
カ
所
も
の
土
人

形
の
産
地
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現

在
で
は
40
カ
所
程
度
と
最
盛
期
に
比
べ

約
４
分
の
１
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絵付け体験のススメ
「土人形の里」から

　
中
野
市
は
、
奈
良
家
が
制
作
す
る

「
中
野
人
形
」
と
、
西
原
家
が
制
作
す

る
「
立
ヶ
花
人
形
」
の
２
種
類
の
土
人

形
が
伝
承
さ
れ
る
、
全
国
的
に
も
類
い

ま
れ
な
土
人
形
の
里
で
す
。

　
奈
良
家
「
中
野
人
形
」
の
主
な
も
の

は
京
都
伏
見
系
、
西
原
家
「
立
ヶ
花
人

形
」
は
愛
知
三
河
系
の
流
れ
を
く
ん
で

い
ま
す
。
中
野
の
土
人
形
は
、
生
活
や

風
習
に
深
く
結
び
つ
き
、古
く
か
ら「
土

び
な
」
と
呼
び
親
し
ま
れ
、
市
民
に
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伝
統
的
な
中
野
土
人
形
の
ほ

か
に
、
独
創
的
で
現
代
的
な
要
素
を
取

り
入
れ
た
創
作
土
人
形
を
制
作
さ
れ
る

方
も
増
え
、
土
人
形
が
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
に
、
土
人
形
の
魅
力

を
感
じ
て
ほ
し
い
―
。
そ
ん
な
願
い
を

込
め
て
、
日
本
土
人
形
資
料
館
、
信
州

中
野
観
光
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
な
か
交
流

の
家
で
は
、
土
人
形
の
絵
付
け
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ま
ち
な
か
交

流
の
家
は
市
内
で
唯
一
、
土
人
形
の
型

づ
く
り
か
ら
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。

　
素
焼
き
の
土
人
形
に
塗
料
で
彩
色
す

れ
ば
、
世
界
で
た
だ
一
つ
「
あ
な
た
だ

け
の
土
人
形
」
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

土
人
形
を
手
に
取
れ
ば
、
優
し
く
て
素

朴
な
温
か
さ
が
じ
ん
わ
り
と
伝
わ
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。

　
土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
土
人
形
絵
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
絵
付
け
を
体
験
し
、
自
慢
の

作
品
を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

広
報
な
か
の
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

部
門
と
人
形
の
種
類

・
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

　「
小
犬
」
ま
た
は
「
馬
」

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　「
招
き
猫
」ま
た
は「
は
か
ま
う
さ
ぎ
」

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　「
踊
り
福
助（
奈
良
家
）」ま
た
は「
春

駒
（
西
原
家
）」

応
募
締
め
切
り
　
平
成
26
年
１
月
31
日

㈮
　
午
後
４
時

郷
土
玩
具

　

土
人
形

中
野
の
土
人
形

絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

土
人
形
の
里
で
絵
付
け
体
験
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　日本土人形資料館は、全国
の土人形を展示しているほか、
絵付け体験ができます。好き
な人形が選べ、職員が絵付け
の指導も行うので、初心者の
方でも安心です。お一人でも
気軽にお出掛けください。年
末年始は、鑑賞用として縁

え ん

起
ぎ

物
も の

や干
え と

支物
も の

がおすすめです。
来年の干支は「午

う ま

」。
ウマく絵付けでき
たらコンテストに
もご応募を。

日本土人形資料館で館長を務
める山

や ま

田
だ

静
し ず

江
え

さん

創作土人形などを制作している
「人形工房　悠」の池

い け

田
だ

翔
しょう

吾
ご

さん

　「線のはみ出し」などは気に
せず、絵付けは楽しむことが
一番です。僕は面積の広い箇
所から塗り始め、次に細かい
箇所、最後に顔を塗っていき
ます。ポイントは水と絵の具
のバランス。水が少ないと色
がかすれてしまうし、多いと
にじんでしまいます。見本に
こだわらず、好き
な色を使って自
由に絵付けして
みてください。

楽翔会※で創作土人形「楽
らくしょうやき

翔焼」
を制作している関

せ き

泠
れ い

子
こ

さん

　知人に誘われ、絵付け体験を
したことがきっかけでした。以
来、絵付けが楽しくて、やみつ
きになってしまいました。絵付
けをして、出来上がった時の感
動が一番の魅力ではないかと
思います。絵付けの良いところ
は、自宅でもできるし、力もい
りません。失敗しても塗り直し
ができるので、興
味のある方は一度
体験してみてはい
かがでしょうか。

※
土
人
形
に
興
味
の
あ
る（
公
社
）中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
さ
ん
で
設
立
。「
楽
翔
焼
」と
名
付
け
た
創
作
土
人
形
な
ど

を
制
作
し
て
い
る

土人形絵付けの魅力土ちょっ
と聞い

てよ

１ 中野人形師奈
な ら

良久
ひ さ

雄
お

さん・由
ゆ き お

起夫さんによ
る絵付けの実演と指導もあります（写真は由
起夫さん）２ 第８回土人形絵付けコンテスト
の対象となる土人形です　３ 職員が出向いて
絵付けの指導も行います（写真は中野小学校
６年２組の親子）　４ まちなか交流の家では、
土人形の型作りから体験ができます　５ 絵付
けは心の赴くままに…　６ 人形は顔が命。緊
張の瞬間です　７ 各施設には絵付け道具が
用意してあります。お気軽にお出掛けください
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